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道路事業 再評価

東北中央自動車道 米沢～米沢北

資 料 ３

平成２５年度事業評価監視委員会（第４回）資料

平成２５年１０月１８日
国土交通省 東北地方整備局
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起終点 ：自：山形県米沢市万世町

至：山形県米沢市窪田町
延長（開通済）： ９．０ｋｍ（－ｋｍ）
幅員 ： １３．５ｍ
道路規格 ： 第１種第２級
設計速度 ： １００ｋｍ／ｈ
事業化 ： 平成１５年度（直轄高速方式移行）
都市計画決定 ： 平成 ７年度
用地着手 ： 平成１９年度
工事着手 ： 平成２０年度

事業費・進捗率

東北中央自動車道
米沢～米沢北

１．事業の目的と概要（１） 再評価実施後３年経過

○計画概要

位置図
○事業目的

標準横断図
・米沢～米沢北間は東北中央自動車道の一部を形成
・米沢市街地における国道１３号の交通渋滞緩和及び交通事故軽減
・冬期の速達性・安定性向上による地域医療活動支援
・広域ネットワーク形成による産業振興

13.5（完成）

[単位：m]

2.5 2.58.5

3.53.5 1.5

全体事業費

（うち用地費）

執行済み額

（うち用地費）

全体進捗率

（用地費）

H22再評価時

（用地費）

完成
334億円

（95億円）

201億円

（74億円）

60％

（78％）

334億円

（95億円）

（仮）米沢中央ＩＣ考慮時事業費

完成
338億円

（96億円）

201億円

（74億円）

59％

（77％）

やまがた よ ね ざ わ ば ん せ い ち ょ う

やまがた よ ね ざ わ く ぼ た ま ち

（仮）米沢ＩＣ
至 福島

米沢市

終点 山形県米沢市窪田町
よねざわしくぼたまち

至 山形

（仮）米沢中央ＩＣ

米沢北ＩＣ
東
北
中
央
自
動
車
道

米
沢
～
米
沢
北

Ｌ
＝

㎞

（Ｈ
29
開
通
予
定
）

9.0

よ
ね
ざ
わ

よ
ね
ざ
わ
き
た

13

121

13

みなみよねざわ

起点 山形県米沢市万世町
よねざわしばんせいちょう

Ｔ’10=16,558
（台/日）

Ｔ’10=8,627（台/日）

Ｔ’10=9,622（台/日）

Ｔ’10=8,627（台/日）

Ｔ’10=9,622
（台/日）

評価対象区間（事業中）

開通済

事業中

［高規格幹線道路凡例］

一般国道

主要地方道

一般県道

H22ｾﾝｻｽ交通量

主要渋滞箇所（区間）

［その他道路凡例］
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１．事業の目的と概要（２）

相馬～
相馬西
L=6.0㎞

事業中

阿武隈
東道路

L=10.7㎞

事業中

霊山
道路

L=12.0㎞

事業中

霊山～
福島

L=12.2㎞

事業中

福島～
米沢

L=28.0㎞

H29年度
開通予定

南陽高畠
～山形上山

H30年度
開通予定
L=24.4㎞

米沢～
米沢北
L=9.0㎞

山形上山
～東根

L=27.1㎞

H11年度
暫定2車

開通
L=8.1㎞

主寝坂
道路

L=9.9㎞

院内道路
L=3.0㎞
事業中

H28年度
開通予定

下院内～
雄勝こまち
L=約5㎞

横
手
Ｉ
Ｃ

十
文
字
Ｉ
Ｃ

湯
沢
Ｉ
Ｃ

三
関
Ｉ
Ｃ

須
川
Ｉ
Ｃ

雄
勝
こ
ま
ち
Ｉ
Ｃ

(

仮)

下
院
内
Ｉ
Ｃ

(

仮)

上
院
内
Ｉ
Ｃ

及
位
Ｉ
Ｃ

外
沢
Ｉ
Ｃ

金
山
Ｉ
Ｃ

(

仮)

昭
和
Ｉ
Ｃ

新
庄
北
Ｉ
Ｃ

新
庄
Ｉ
Ｃ

舟
形
Ｉ
Ｃ

川
原
子
Ｉ
Ｃ

尾
花
沢
北
Ｉ
Ｃ

野
黒
沢
Ｉ
Ｃ

(

仮)

尾
花
沢
Ｉ
Ｃ

(

仮)

村
山
北
Ｉ
Ｃ

(

仮)

村
山
Ｉ
Ｃ

(

仮)

東
根
北
Ｉ
Ｃ

(

仮)

村
山
大
石
田
Ｉ
Ｃ

東
根
Ｉ
Ｃ

天
童
Ｉ
Ｃ

山
形
Ｊ
Ｃ
Ｔ

山
形
中
央
Ｉ
Ｃ

山
形
上
山
Ｉ
Ｃ

高
畠
南
陽
Ｉ
Ｃ

(

仮)

上
山
Ｉ
Ｃ

米
沢
北
Ｉ
Ｃ

(

仮)

米
沢
中
央
Ｉ
Ｃ

(

仮)

米
沢
Ｉ
Ｃ

(仮)大笹生ＩＣ

(仮)福島ＪＣＴ

(仮)福島北ＪＣＴ

(仮)国道4号ＩＣ

(仮)福島保原線ＩＣ

(仮)霊山ＩＣ

(仮)阿武隈ＩＣ

(仮)阿武隈東ＩＣ

(仮)相馬西ＩＣ

相馬ＩＣ

湯沢横手道路
雄勝こまち～横手

L=27.4㎞

東北中央自動車道 Ｌ＝約２６８㎞

及位～
上院内
L=約9㎞

昭和～
金山

L=約13㎞

泉田
道路

L=8.2㎞

事業中

新庄北
道路

L=4.7㎞

尾花沢
新庄道路
L=18.2㎞

野黒沢～
尾花沢
L=4.0㎞

H27年度
開通予定

村山大石田
～尾花沢
L=5.3㎞

H29年度
開通予定

東根～
村山大石田

L=17.7㎞

事業中

米沢南陽
道路

L=8.8㎞

相馬福島道路
L=45.9㎞

阿武隈東
～阿武隈
L=5.0㎞
事業中

凡 例
：評価対象区間（事業中）
：供用中
：事業中
：調査中□□□

東根～尾花沢
L=23.0㎞ 事業中

H18年度
暫定2車

開通
L=6.1㎞

東北中央自動車道の
整備状況(H25.5月現在)

供用中 94㎞(35.1％)
事業中 145㎞(54.1％)
未事業化 29㎞(10.8％)

秋 田 県

宮 城 県

福 島 県

山 形 県

H29年度
開通予定

H9年度
暫定2車

開通
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鰺ケ沢

青森

むつ

八戸

久慈

宮古

釜石

石巻

仙台

相馬

いわき

七戸

安代
盛岡

花巻

大崎

福島

郡山

米沢

会津若松

高畠

山形

新庄

北上

横手

仙北

小坂
北秋田

新潟

鶴岡

酒田

由利
本荘

秋田

能代

大仙

75% 73%
67%

72%

81% 79%

59%

75%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

全国 東北 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県

◆東北中央自動車道は、福島県相馬市より山形県内陸部を縦貫し、秋田県の主要都市へ繋がる重要な路線である
◆山形県道路中期計画において、米沢～米沢北を含む東北中央自動車道は｢山形中央交流軸」に位置付けられ、新たな産業立地、

広域観光等の創出・展開への期待、医療・災害時の観点からも重要視されている
◆山形県は高規格道路の整備率が59％と他県に比べて低く、広域交通ネットワークの確立が課題となっている

２．事業の必要性に関する視点（事業を巡る社会情勢の変化１）

▼高速道路整備率

※全国の整備率はＨ２５．５．２５現在
（東北地方整備局、全高速）

※青森は、みちのく有料道路区間21.5km
を除く

※山形は、月山道路区間21.0kmを除く

▼ 格子状骨格幹線道路ネットワーク（H25.9）

米
沢
～
米
沢
北

開 通 未開通

高規格道路

地域高規格
道路等

東北中央自動車道

▼置賜地方の高規格幹線道路整備状況

至

福
島
市

米沢市

山 形 県

(仮)米沢IC

(H20～事業中)

梨郷道路
L=7.2㎞

長井南バイパス
L=6.3㎞

(H9～事業中)

福 島 県

南陽高畠IC

米沢北IC

山形上山IC

至 新庄市

至 会津

宮 城 県

北塩原村

喜多方市

猪苗代町

福島市

七ヶ宿町

高畠町

飯豊町

川西町

長井市

白鷹町

南陽市

山形市

上山市

米沢市役所

飯豊町役場

川西町役場

高畠町役場

長井市役所

上山市役所

白鷹町役場

川西バイパス
L=5.7㎞

(H24～事業中)

米沢北バイパス
L=3.4㎞

(H16～事業中)

東
北
中
央
自
動
車
道

米
沢
～
米
沢
北

（
Ｌ
9
．
0
㎞
）平
成
29
年
度
開
通
予
定

東北中央自動車道
福島～米沢
L=28.3㎞（直轄高速）
平成29年度開通予定

東
北
中
央
自
動
車
道

山
形
上
山
～
南
陽
高
畠

Ｌ
＝
24
．
4
㎞
（Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
）

平
成
30
年
度
開
通
予
定

※平成24年度に地域活性化ICとして
連結許可

（仮）米沢中央IC

その他凡例
：市役所

：役場

その他道路凡例
：高規格幹線道路
：地域高規格道路
：一般国道
：主要地方道・県道

凡 例
：開通中
：事業中
：未事業化□□□□

南陽市役所
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0204060

（km/h）

0204060

（km/h）(仮)米沢IC

米沢北IC

東
北
中
央
自
動
車
道

米
沢
～
米
沢
北

(仮)米沢中央IC

13

121

至 福島

至 山形

米沢ｵﾌｨｽ・ｱﾙｶﾃﾞｨｱ

八幡原
工業団地

◆東北中央自動車道に並行する国道13号には、冬期速度低下を要因とする主要渋滞箇所（区間）が存在する上、直轄国道平均死
傷事故率を上回る箇所も多数存在

２．事業の必要性に関する視点（事業を巡る社会情勢の変化２）

：主要渋滞箇所（区間）

：人口集中地区

窪田町交差点

花沢交差点

万世町交差点

米沢北ＩＣ東入口交差点

資料：H20～H23イタルダデータ
（38.423kp～49.000kp）

高規格道路ネットワークの形成により、適正な交通分担が図られ現道の快適性・安全性向上に期待

▼死傷事故率（国道１３号）▼旅行速度（国道１３号）

上
り→

下
り←

主要渋滞区間

主要渋滞区間

資料：民間プローブデータ 通常期…H23.5～11、H24.4の平日ピーク時
冬期…H23.12.15～ H24.3.15の平日ピーク時

19.6

(件/億台㌔年)

東北平均→
77.8件/億台㌔年

通
常
期

冬

期

15.2

13
179.9

213.6
355.9

030060090012001500

238.2

476.4

635.2
175.9

218.3
176.4

238.21,429.1

158.1
330.9

124.1

103.4

78.5330.9
106.1

206.8

103.4

206.8
106.1

206.8
103.4

206.8

17.0

11.5

16.8

19.8

3.2

18.2

9.9

4.0
1.9
2.3

4.8
12.2

16.4

16.1

3.6

18.6

6.0

■混雑を示す速度
「道路交通情報センター」や「国家公安委員会」、「警視庁」等
における混雑判定基準速度として、「20km/h以下」の基準を
用いている

中田町交差点
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２．事業の必要性に関する視点 （救急医療アクセス向上便益の試算）

24

38
41

33
38

26

39

20

26

37

0

10

20

30

40

50

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

単位：人

●国道287号はカーブが多く気を遣う（４０代女性）
●国道287号沿いの田んぼ付近は冬場凍結するので気を付けている、ホワイトアウト

にも注意している（６０代男性）

●冬期の置賜総合病院への搬送には、確実に除雪されている国道１３号を利用する
●一般道路より速達性・安定性が確保できる中央道の整備に期待している

（置賜広域行政事務組合消防本部）

▼置賜総合病院への搬送経路

▼米沢市から置賜総合病院への救急搬送人数推移

米沢市街

米沢市

高畠町

川西町

南陽市

(仮)米沢IC

(仮)米沢中央IC

米沢北IC

米沢市役所

米沢市立病院
（地域小児医療センター）

舟山病院
（地域小児医療センター）

至 新庄市

公立置賜総合病院
（地域小児医療センター）

南陽市役所

至

喜
多
方
市

至 福島市

高畠町役場

至

新
潟
市

13

121

113

113

13

東
北
中
央
自
動
車
道

米
沢
～
米
沢
北

平均速度：平日12時間平均
通常期 H24.10 
降雪期 H25. 1

35.0
45.4

26.8

38.6

 -

 10

 20

 30

 40

 50

R２８７経由 R１３経由(米沢南陽道路利用）

（㎞/h）
▼ 搬送経路による旅行速度比較

国道113号 赤湯バイパス（H23.2）

南
陽
高
畠
Ｉ
Ｃ

高規格道路ネットワークの確保による一層の速達性・安定性向上が期待

資料：置賜地区救急医療対策協議会救急統計資料

国道287号 川西町時田（H23.1）

降雪期の
救急搬送ルート

通常期の
救急搬送ルート

三友堂病院

凡 例
＜救急医療機関＞

第３次救急医療機関

第２次救急医療機関

＜構造問題区間＞
幅員狭小
（車線幅員6.5m未満）

急カーブ
（曲線半径100m未満）

川西町役場

287

【利用者の声】

○救急医療アクセス
の向上効果による
便益は約３億円と
試算

（全線開通から50年
間分の現在価値換
算値）

◆第三次救急医療機関である置賜総合病院は、置賜地域各地からの救急患者を受け入れており、第二次救急医療機関が複数立
地する米沢市内からも救急患者を受け入れている

◆通常期は主に国道287号を利用した通院・搬送であるが、降雪期においては堆雪時の幅員狭小等による速度低下、路面状況の
悪化に伴う揺れ等による患者への負担を考慮し、国道13号・113号が多く利用されている
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●高速道路沿線と
いう地域条件は
企業誘致の面で
有効

●東北中央自動車
道の開通による
米沢市内への企
業進出に期待

●開通を見据えた
誘致活動の強化
に取組んでいる。

◇（仮称）米沢中央ICは、米沢オフィスアルカディアや上杉神社等、米沢市内の産業・観光拠点への円滑なアクセスにより、産業発
展の支援、観光促進等の地域活性化を図る目的で山形県知事が連結許可を受けたものである

◇米沢市では、東北中央自動車道の開通による輸送面での改善を見据え、企業誘致を強化する取り組みを進めている

２．事業の必要性に関する視点（事業を巡る社会情勢の変化４）

米沢市

(仮)米沢IC

米沢北IC

東
北
中
央
自
動
車
道

米
沢
～
米
沢
北

至 山形

至 福島

121

13

287

121

13

13

上杉家廟所

上杉神社
上杉記念館
松岬公園

米沢オフィス・
アルカディア

八幡原
工業団地

米沢
市役所

(仮)米沢中央IC

上杉まつり上杉神社 資料：山形県観光情報総合サイトＨＰ

米沢オフィス・アルカディア

米沢中央ＩＣの整備により、米沢～米沢北の利便性向上が図られ、
産業・観光振興に寄与するものと期待

米沢市産業部商工観光課
（H25.6.ヒアリング）

上杉雪灯篭まつり

【地元の声】
▼米沢市における企業誘致助成

制度の拡充を伝える記事

資料：山形新聞（H25.9.21）

上杉まつり



77

３．事業の必要性に関する視点（事業の投資効果）

●費用便益比（Ｂ／Ｃ） 全体Ｂ／Ｃ＝１．１ 残事業Ｂ／Ｃ＝２．７
※下表の数値は、地域活性化ＩＣ整備も考慮した金額を記載

基準年（平成25年度）における現在価値換算した金額を記載

計画交通量（平成42年度） 東北中央道(米沢～米沢北)＝１０，７００台/日

○純現在価値(ENPV) 【全体】４４億円 【残事業】２４９億円

○経済的内部収益率(EIRR) 【全体】４．６％ 【残事業】１２．９％

●前回再評価時の費用便益比（B／C）・計画交通量

【前回再評価時のＢ／Ｃ】 【全体】 ０．８（費用３１４億円、便益２５４億円） 【残事業】 １．１

【前回再評価時の計画交通量】 東北中央道(米沢～米沢北)＝７，２００台／日

【全 体】

【残事業】

基本ケース

感度分析

交通量変動 事業費変動 事業期間変動

+10％ -10％ +10％ -10％ +20％ -20％

費用C（現在価値） 356 356 356 368 344 355 357
事業費（億円） 325 325 325 337 313 325 326

維持修繕費（億円） 30 30 30 30 30 29 31

便益B（現在価値） 400 429 367 400 400 382 418
走行時間短縮便益（億円） 294 317 270 294 294 281 308

走行経費減少便益（億円） 69 73 63 69 69 66 72

交通事故減少便益（億円） 37 39 34 37 37 35 38

費用便益比 B/C 1.1 1.2 1.0 1.1 1.2 1.1 1.2

基本ケース

感度分析

交通量変動 事業費変動 事業期間変動

+10％ -10％ +10％ -10％ +20％ -20％

費用C（現在価値） 150 150 150 162 138 149 152
事業費（億円） 120 120 120 132 108 120 121

維持修繕費（億円） 30 30 30 30 30 29 31

便益B（現在価値） 400 429 367 400 400 382 418
走行時間短縮便益（億円） 294 317 270 294 294 281 308

走行経費減少便益（億円） 69 73 63 69 69 66 72

交通事故減少便益（億円） 37 39 34 37 37 35 38

費用便益比 B/C 2.7 2.9 2.4 2.5 2.9 2.6 2.7

平成２２年８月に公表した「将

来交通需要推計の改善につい

て」にて検討することとしていた

推計手法の改善（第二段階）を

反映した将来ＯＤ表に基づきＢ

／Ｃを算出

※米沢～米沢北のみで算出した
費用便益比

全体Ｂ／Ｃ ＝１．１
残事業Ｂ／Ｃ＝２．７
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米沢～米沢北 Ｌ= ９．０ ｋｍ 福島～米沢 Ｌ= 28.0 ｋｍ

小瀬橋
L=46m

H21.12完

万世高架橋
L=336m

金谷橋
L=44m
H24.9完

元立橋
L=37m
H25.1完

米沢大橋
L=448m

前川原こ道橋
L=25m
H24.9完

中田高架橋
L=70m

藤泉橋
L=20m

下小瀬橋
L=23m

至 福島市

至 山形市

竣工済

施工中

平成２５年７月末現在

米沢大橋下部工（山形方向） 万世高架橋(山形方向)

起点 山形県米沢市万世町

13

13

（仮）米沢IC

（仮）米沢中央IC

東
北
中
央
自
動
車
道

米
沢
～
米
沢
北

Ｌ
＝
9
．
0
㎞

よ

ね

ざ

わ

よ
ね
ざ
わ
き
た

○Ｈ２５年度は、調査（道路設計）、用地買収、工事（改良工事、橋梁工事）を推進する

○平成２９年度開通予定

4．事業の進捗の見込みの視点

中田こ道橋
L=40m
H25.3完

桑山地区(山形方向)
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５．事業の必要性に関する視点（事業の進捗状況）

８．対応方針（原案）

６．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

７．地方公共団体等の意見

○購入土から公共残土の受け入れへの切り換え

○山形県知事の意見
東北中央自動車道は、格子状骨格道路ネットワークを形成する重要な路線です。本路線は、東日本大震災からの復興に大

きく貢献することが期待され、災害時の広域的代替機能の強化、及び、東北地方の発展を図るためにも重要で、必要不可欠
であります。

また、本県において、平成２１年度に策定した「山形県道路中期計画」においても、“高速道路・地域高規格道路の整備促
進”は、最優先する施策としており、当該事業を継続され、早期完成を目指し、着実な予算の確保をお願いします。

また、以下の団体等から、東北中央自動車道（米沢～米沢北）の整備促進について要望あり

・福島市・米沢市・相馬市・伊達市議会連絡協議会 ・山形県町村会長 ・山形県町村議会議長会

・置賜総合開発協議会 ・山形県商工会議所連合会 ・山形県開発推進協議会 ・山形地区国道協議会

・山形市長 ・山形市議会議長 ・米沢市長 ・南陽市長 ・南陽市議会議長 ・高畠町長 ・天童市長

事業継続

（理由） 高規格幹線道路ネットワークを形成し、地域産業の振興や国道１３号における交通混雑の緩和、地域医療活動支援
等を図るためにも早期整備の必要性が高い

○事業採択時より再評価実施までの周辺環境等の変化

・平成24年度 川西バイパス事業化(山形県) 、(仮)米沢中央IC連結許可（山形県）

東南置賜地区（米沢市）交流連携型地域整備計画策定（山形県・米沢市）

・平成25年度 米沢高畠線４車線化事業化（山形県）、米沢市道の駅基本構想検討委員会発足（米沢市）


